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Fig.2 C-number distribution Function and their conLou1-lines Of■






















式のままでは当然のことながら 頼 I, tOjIの選択に大きく依存するOそこで, まず S2
の完全直交基底の各 tβノ)に対する相対状態表示を
♂
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図2 2階差分の平均値




















































空間内の objectは時間と共にひきのばされ利用可能な領域をうめつ くす｡ ひきのばされた
object間の距離は exp-1t(A:リアプノフ数, i:時間)のオーダになる｡ これがブラ
ンク距離 √㌃ に等しいタイムスケールになると, object上にある波束同志が干渉し合いカ
ォスは劣化 し始めるoこのタイムスケールはrr｡害 と極めて短かいoこのように量子カ
オス系は極めて短いタイムスケールで自己劣化する｡
カオスには観測という操作が重要である(桁数の勘定といういみで )｡ところが量子系では
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